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1. 研究目的 

コンクリート床版と横桁を一体とした SRC 床版を

用いた複合橋梁については，実験的・解析的な検討に

より一定の設計方法が示されているが，床版コンクリ

ートの打設順序の影響による逐次合成については必ず

しも統一的な設計法があるわけではない．本研究で対

象とした複合橋梁については，施工時から各種の計測

が実施されており，ここでは，これらのデータを活用

し，解析的検討により逐次合成に関する有用な知見を

得ることを目的としている． 

2. 解析モデル                      

 本研究では，有限要素法の汎用ソフト DIANA を用

いて解析を行った．図 2.1 に示すように,床版にソリッ

ド要素，トラス部材にビーム要素，横桁と下弦材にシ

ェル要素を用いて橋梁モデルを作成した．また支承は

ばね要素で近似した．  

 

図 2.1 橋梁モデル全体図(3 次元) 

3. 解析手法 

解析的検討においては，図 3.1，図 3.2 に示すような

順番でコンクリートの要素を加えることにより，逐次

合成を考慮した．順序-1 では一般部から(为構の曲げ

挙動に着目)，順序-2 では支点部から(下弦材の軸力挙

動に着目)，打設を開始した．各打設ステップにおいて，

打 設 直 後 の コ ン ク リ ー ト の ヤ ン グ 率 を

E=3.0×10
3
(N/mm

2
)とし，次のステップに移行した際，

その前のステップで打設したコンクリートのヤング率

をE=3.0×10
4
(N/mm

2
)とし，たわみとひずみを計算した．

断面 C と断面 o-B を一般部，断面 A と断面 o-A を支点

部とし，各打設ステップにおける計測断面の下弦材上

面・下面の橋軸方向ひずみを解析によって求めた．さ

らに実測値と解析値を比較し，その差異について検討

した． 

 

図 3.1 コンクリート打設順序-1 

 

図 3.2 コンクリート打設順序-2 

4. 解析結果 

 本解析により得られた実測値と解析値の比較図を，

図 4.1，図 4.2 に示す．  
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図 4.1 ひずみの実測値と解析値の比較(順序-1) 

 

 

 

 

図 4.2 ひずみの実測値と解析値の比較(順序-2) 

一般部における解析値は比較的実測値に近いが，支

点部に打設した場合には解析値は実測値と離れる傾向

がある．ただし，実測値と解析値が合わない为な原因

としては，コンクリートの水和熱の影響が考えられる． 

 また，最終的なたわみの実測値と解析値の比較を図

4.3，図 4.4 に示す．  

 

図 4.3 たわみの実測値と解析値の比較(順序-1) 

 

図 4.4 たわみの実測値と解析値の比較(順序-2) 

 順序-1，順序-2 ともに実測値よりも解析値の方が大

きくなった． 

5. 考察 

 図 4.1，図 4.2 より，一般部から打設を行った場合で

は日数経過やコンクリートの打設により生じるひずみ

が比較的なめらかに変化しているのに対し，支点部か

ら打設を行った場合ではひずみに多少のばらつきが見

られた．このことから，一般部から打設を行う方が，

計算値との整合性が良く，橋梁に発生するひずみのば

らつきを小さくすることができると考えられる． 

 また図 4.3，図 4.4 より，どちらの順序でコンクリー

トを打設しても解析値はほとんど変わらないが，実測

値の方はどちらも場所によってたわみの大きさが異な

り，一般部と支点部のどちらから打設する方が良いと

明確に断言することは難しいといえる． 
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